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『
書
譜
』
の
注
釈
５

　―

執
使
用
転
の
説
お
よ
び
王
書
の
価
値
に
つ
い
て―

廣
　
瀨
　
裕
　
之
　 

H
IRO
SE H

iroyuki

　は
じ
め
に

本
稿
は
、
次
の
四
編
の
論
文
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
。

①
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
二
号
所
収
の
拙
稿
「
『
書
譜
』
の
注
釈
１
」2017

②
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
五
号
所
収
の
拙
稿
「
『
書
譜
』
の
注
釈
２
」2018

③
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
九
号
所
収
の
拙
稿
「
『
書
譜
』
の
注
釈
３
」2020

④
『
武
蔵
野
教
育
学
論
集
』
第
十
一
号
所
収
の
拙
稿「『
書
譜
』
の
注
釈
４
」2021

全
訳
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
原
楚
水
・
田
邉
古
邨
・
西
林
昭
一
氏
な
ど
先

達
の
優
れ
た
先
行
研
究
が
あ
る
。
西
林
氏
の
『
書
譜
』
解
題
に
よ
る
と
、
六
篇

に
分
け
各
篇
の
主
旨
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
第
一
篇
　
王
羲
之
を
典
型
と
す
る
四
賢
の
優
劣
論
、
第
二
篇
　
書
の
本

質
と
価
値
、
第
三
篇
　
六
朝
時
代
以
来
の
書
論
、
第
四
篇
　
執
使
用
転
の
説

お
よ
び
王
書
の
価
値
、
第
五
篇
　
書
表
現
の
基
盤
と
段
階
、
第
六
篇
　
書
の

妙
境
と
批
判
、
跋
　
語
　
「
書
譜
」
著
作
の
趣
旨
」

本
稿
「
『
書
譜
』
の
注
釈
５
」
は
、
上
の
一
覧
の
第
四
篇
「
執
使
用
転
の
説

お
よ
び
王
書
の
価
値
」
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
台
北
の
故
宮
博
物
院
蔵
の
墨
書
本
（
巻
子
本
）
を
書
者
の
孫
過
庭

自
身
が
当
時
、
揮
毫
し
た
と
思
わ
れ
る
紙
面
ご
と
に
、
章
立
て
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
扱
う
第
12
紙
は
、
か
な
り
欠
損
し
て
い
る
。
そ
こ
で
欠
損
し
た
行
の

箇
所
は
、
現
存
す
る
刻
本
（
拓
本
）
に
よ
っ
て
増
補
す
る
こ
と
と
し
た
。
西
林

氏
に
よ
る
と
、
「
書
譜
の
刻
本
は
北
宋
時
代
の
太
清
楼
帖
本
な
ど
十
余
種
あ

り
、
ま
た
、
刊
本
に
は
南
宋
の
陳
思
『
書
苑
菁
華
』
ほ
か
十
数
種
が
あ
る
」

と
記
す
（
中
国
書
法
選
38
「
書
譜
」
解
題
に
よ
る
・
二
玄
社1990

）
。
本
稿

で
は
、
刻
本
の
「
薛
氏
本
」
を
用
い
て
、
「
墨
書
本
」
と
文
字
の
大
き
さ
を

ほ
ぼ
同
寸
に
撮
影
し
て
、
か
つ
一
行
の
寸
法
を
墨
書
本
と
同
寸
に
し
た
台
紙

を
作
り
、
そ
こ
に
「
薛
氏
本
（
拓
本
）
」
写
真
を
、
剪
装
本
を
制
作
す
る
ご

と
く
行
ご
と
に
切
っ
て
貼
り
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
欠
損
し
た
墨
書

本
の
ペ
ー
ジ
の
各
行
の
様
子
を
推
定
し
た
も
の
が
次
の
図
版
で
あ
る
。
欠
損 *

A
nnotations to Shofu 5: O

n the Theory of '' W
riting Position, B

reathing, C
urves, 

B
alance of Force '' and the V

alue of W
A

N
G

 X
izhi's C

alligraphy　
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し
た
ペ
ー
ジ
の
行
数
は
、
今
回
の
試
み
に
よ
っ
て
復
元
を
試
み
た
結
果
15
行

と
な
っ
た
。

本
稿
は
第
四
篇
に
つ
い
て
先
賢
の
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
更
に
判
り
や

す
い
口
語
訳
に
努
め
、
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
の
書
論
の
単
元
の
授
業
で
扱
う

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
（
要
点
等
）
を
各
紙
冒
頭
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　第
12 
紙
の
範
囲
に
つ
い
て

前
号
ま
で
に
現
存
す
る
墨
書
本
第
12
紙
は
二
行
目
（
185
行
目
）
ま
で
し
か
存

在
し
な
い
の
で
、
失
わ
れ
た
箇
所
を
刻
本
で
増
補
し
た
。
本
稿
は
、
内
容
が
第

四
篇
と
な
る
そ
の
続
き
か
ら
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
が
欠
損
し
て
無
く
な
り
拓
本
で
補
っ
た
第
12
紙
三
行
目
（
185
行
目
）
か
ら

同
紙
十
七
行
目
（
199
行
目
）
ま
で
の
、
15
行
分
を
こ
こ
で
は
「
第
12
紙
　
D

《
別
紙
補
》
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　         

冒
頭
　
　
　
　
　
最
終
行
　
　
　　
　
　
　   

行
数

第
12
紙
　
　
Ｃ
　
　
183            

184        

　
　  

2
＊
二
枚
に
切
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
Ｄ
　
《
別
紙
補
》
　
15    

ゆ
え
に
合
計
　 

17

第
13
紙  

　
　
　
　 

200
　   

　
　
215
　
　 

　
　  

16
　
　
　
　
　
無

第
14
紙  

　
　
　
　 

216
　   

　
　
231
　
　 

　
　  

16
　
　
　
　
　
無

第
九
紙
以
降
、
年
代
を
経
た
紙
の
劣
化
等
で
傷
ん
だ
箇
所
が
多
く
な
る
。
本

稿
は
、
本
文
の
内
容
上
、
第
12
紙
D
《
別
紙
補
》
の
途
中
（
刻
本
に
よ
る
増
補

の
３
行
目
）
か
ら
は
じ
ま
る
第
四
篇
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
「
第
12
紙
（
こ
こ
で
は
D
《
別
紙
補
》
）
の
第
四
篇
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
な
る
語
を
記
す
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
１
〕
不
易
盡
名
言
（
名
言
に
尽
く
し
易
か
ら
ず
）

的
を
射
た
言
葉
と
し
て
説
明
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
西
林
氏
は
、
「
名

言
」
は
文
字
の
意
と
す
る
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
２
〕
難
形
於
紙
墨
（
紙
墨
に
形
し
難
し
）

言
葉
で
通
じ
る
こ
と
も
紙
に
書
い
て
の
文
章
で
は
表
現
し
に
く
い
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
３
〕
希
夷

言
外
微
妙
な
道
理
の
こ
と
。
出
典
は
『
老
子
』
贊
玄
第
14
に
「
こ
れ
を
視
れ

ど
も
見
え
ず
。
名
づ
け
て
夷
と
曰
ふ
。
こ
れ
を
聴
け
ど
も
聞
え
ず
。
名
づ
け

て
希
と
曰
ふ
。
」
と
あ
る
。
章
題
の
「
贊
玄
」
と
は
「
奥
深
い
道
を
ほ
め
た

た
え
る
意
。
こ
の
章
は
道
が
人
間
の
感
覚
で
は
捕
ら
え
ら
れ
ず
、
時
間
的
・

空
間
的
に
は
無
限
で
あ
り
、
万
有
を
支
配
す
る
偉
大
な
存
在
で
あ
る
旨
を

説
い
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
夷
と
は
「
影
も
形
も
な
い
も
の
」
、

希
と
は
「
音
声
の
な
い
も
の
」
を
さ
す
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
４
〕
取
會
佳
境
（
會
を
佳
境
に
取
る
）

「
會
」
は
か
な
め
・
要
点
の
意
。
取
會
は
、
興
趣
（
お
も
し
ろ
み
・
お
も
む

き
）
を
理
会
（
道
理
を
会
得
す
る
こ
と
）
す
る
意
。
藤
原
氏
は
、
「
よ
い
と

こ
ろ
を
見
て
こ
れ
を
味
い
楽
し
む
こ
と
」
と
す
る
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
５
〕
執
・
使
・
転
・
用

「
執
・
使
・
転
・
用
」
と
は
、
藤
原
は
「
書
法
の
上
で
達
筆
に
関
す
る
専
門

語
で
あ
る
」
と
す
る
。
『
執
』
は
執
筆
の
こ
と
で
筆
を
執
る
と
き
の
深
い
浅

い
を
い
う
。
『
使
』
は
運
筆
の
こ
と
で
筆
画
を
運
筆
す
る
呼
吸
を
指
す
。

『
転
』
に
つ
い
て
藤
原
氏
は
、
「
周
旋
・
廻
旋
・
転
運
等
で
、
筆
の
方
向
を

換
え
る
如
き
」
こ
と
い
い
、
西
林
氏
は
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
「
草
書

な
ど
を
書
く
お
り
に
用
い
る
曲
が
り
く
ね
り
を
さ
す
」
と
説
く
。
『
用
』
に
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つ
い
て
藤
原
氏
は
「
点
画
向
背
で
あ
る
」
と
し
、
西
林
氏
は
「
一
点
一
画

の
力
の
均
衡
を
指
す
。
」
と
説
く
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
６
〕
鉤
環
盤
紆

鉤
環
は
、
曲
が
り
く
ね
る
意
。
盤
紆
は
、
ぐ
る
ぐ
る
と
め
ぐ
る
。
曲
直
が
多

い
。
め
ぐ
り
ま
わ
る
、
屈
曲
の
意
。
鉤
環
と
盤
紆
は
同
意
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
７
〕
歸
於
一
途
（
一
途
に
帰
す
）

ひ
と
す
じ
に
最
終
的
に
結
果
や
結
論
が
落
ち
つ
く
こ
と
。
一
つ
に
帰
着
。
書

法
を
そ
の
根
源
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
。

　
　
行
数《

第
12
紙
の
前
号
の
つ
づ
き
》

・

は
、
真
蹟
本
で
は
失
わ
れ
て
い
る
箇
所
な
の
で
別
資
料
の
刻
本
（
こ
こ
で
は
「
薛
氏

本
」
拓
本
）
を
用
い
て
図
版
の
よ
う
に
剪
装
本
に
し
て
補
っ
た
箇
所
で
あ
る
。
よ
っ
て

刻
本
等
別
な
資
料
に
よ
っ
て
一
行
の
長
さ
と
文
字
の
配
列
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
行

の
字
数
に
異
同
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

 

187
（
經
宜
從
棄
擇
）
夫
心
之
所
達
、
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

11
字

 

　 

・
注
　
第
四
篇
は
右
の
６
字
目
「
夫
心
」
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

188 

易
盡
於
名
言
、
言
之
所
通
、
尚
難
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
11
字

 

189 

形
於
紙
墨
。
粗
可
髣
髴
其
狀
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10

190 

綱
紀
其
辭
。
冀
酌
希
夷

　取
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

 

191 

會
佳
境
。
闕
而
末
逮
、
請
俟           

　
　
　
　                

9

192 

将
来
。
今
撰
執
使
轉
用
之
由          

　
　
　
　                 

10

193 

以
袪
未
悟
。
執
謂
深
淺
、
長
短
之
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
11

 

194 

類
是
也
。
使
謂
縱
橫
、
牽
掣
之
類
是
也
。
轉
謂
鉤
環
盤
紆
之   

20

　  

・
注
　
右
行
に
は
、
増
補
に
よ
る
細
字
の
「
書
き
込
み
」
が
あ
る

195 

類
是
也
。
用
謂
點
畫
、
向
背
之
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10

 

196 

類
是
也
。
方
復
會
其
數
法
、
歸
於
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
11

197 

一
途
編
列
衆
工
、
錯
綜
群
妙
、
舉
　      

　
　
　
　
　
　
　
　
11

198 

前
賢
之
未
及
、
啓
後
學
於
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10

 

199 

規
窮
其
根
源
、
析
其
枝
派
。
貴
使
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

①
夫
れ
心
の
達
す
る
所
は
、
名
言
に
尽
く
し
易
か
ら
ず
。
言
の
通
ず
る
所
は
、

尚
紙
墨
に
形
は
し
難
し
。
粗
ぼ
其
の
状
を
髣
髴
し
、
其
の
辞
を
綱
紀
す
可

し
。
冀
は
く
は
、
希
夷
を
酌
み
、
會
を
佳
境
に
取
ら
ん
こ
と
を
。
闕
き
て

未
だ
逮
ば
ざ
る
は
、
請
ふ
、
将
来
に
俟
た
ん
こ
と
を
。

・
そ
も
そ
も
悟
り
の
境
地
は
、
よ
い
言
葉
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
簡
単
で

は
な
い
。
言
葉
で
は
通
じ
る
こ
と
も
紙
に
し
っ
か
り
書
い
て
の
文
章
と
し

て
は
表
現
し
に
く
い
。
し
か
し
だ
い
た
い
そ
の
状
態
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

表
し
、
そ
の
大
筋
を
文
章
に
表
す
こ
と
な
ら
ば
で
き
よ
う
。
強
く
の
ぞ
め

ば
言
外
の
微
妙
な
道
理
を
く
み
取
っ
て
書
の
佳
境
を
味
い
楽
し
ま
れ
る
よ

う
に
願
っ
て
や
ま
な
い
。
不
完
全
で
言
い
尽
く
せ
な
い
箇
所
は
将
来
（
賢

者
の
現
れ
る
の
）
を
待
っ
て
補
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

形
は
し
＝
あ
ら
は
し
。
あ
ら
わ
れ
る
。

冀
＝
こ
ひ
ね
が
ふ
・
ね
が
う
・
の
ぞ
む
。

髣
髴
＝
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
。

②
今
、
執
使
用
轉
の
由
を
撰
し
、
以
て
未
だ
悟
ら
ざ
る
を
袪
か
ん
。
執
と
は
深

淺
を
謂
ひ
、
長
短
の
類
是
れ
也
。
使
と
は
縱
橫
を
謂
ひ
、
牽
掣
の
類
是
れ
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也
。
轉
と
は
鉤
環
を
謂
ひ
、
盤
紆
の
類
是
れ
也
。
用
と
は
點
畫
を
謂
ひ
、

向
背
の
類
是
れ
也
。
方
に
復
た
其
の
數
法
を
會
し
て
、
一
途
に
歸
し
、
衆
工

を
編
列
し
て
群
妙
を
錯
綜
す
。
前
賢
の
未
だ
及
ば
ざ
る
を
舉
げ
、
後
學
を
成

規
に
啓
き
、
其
の
根
源
を
窮
め
、
其
の
枝
派
を
析
つ
。

・
ま
ず
、
執
使
用
轉
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
だ
基
本
を
理
解
し
て
い
な

い
人
た
ち
に
啓
発
し
て
お
き
た
い
。
執
と
は
、
筆
を
執
る
と
き
の
深
浅
を

い
い
、
筆
を
執
る
位
置
を
長
短
に
す
る
類
を
表
す
。
使
と
は
縦
・
横
の
筆

画
を
運
筆
す
る
呼
吸
を
表
し
、
筆
鋒
を
進
め
た
り
引
き
と
ど
め
た
り
す
る

こ
と
で
あ
る
。
転
と
は
、
草
書
を
書
く
折
に
用
い
る
曲
が
り
く
ね
る
こ
と

を
指
し
、
ぐ
る
ぐ
る
と
め
ぐ
り
屈
曲
す
る
運
筆
の
こ
と
で
あ
る
。
用
と
は
、

点
画
の
こ
と
を
言
い
、
向
背
の
た
ぐ
い
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

こ
れ
ら
の
方
法
を
総
合
し
て
書
法
の
原
理
に
帰
着
さ
せ
、
も
ろ
も
ろ
の
技

法
を
系
列
化
し
、
種
々
の
妙
趣
を
ま
ぜ
あ
わ
せ
、
先
賢
が
い
ま
ま
で
説
き

及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
後
学
者
の
た
め
に
伝
統
的
な
書
法
を
啓
発

し
、
書
の
根
源
を
つ
き
つ
め
、
種
々
の
流
れ
を
分
析
し
て
み
た
い
。

歸
於
一
途
＝
一
つ
に
帰
着
。
〔
●
ポ
イ
ン
ト
７
〕
参
照
。

衆
工
＝
「
衆
」
は
多
く
の
こ
と
。
も
ろ
も
ろ
。
「
工
」
は
わ
ざ
。
技
芸
。
技
法
。

錯
綜
群
妙
＝
錯
綜
は
入
り
交
じ
え
る
意
。
多
く
の
妙
趣
を
あ
つ
め
、
ま
ぜ
あ
わ
せ
る
こ
と
。

　第
13 
紙

こ
の
本
文
200
行
目
か
ら
再
び
「
第
13
紙
」
と
し
て
継
が
れ
た
墨
書
本
が
ま
た

現
存
す
る
。
「
第
13
紙
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
を
次
に
記
す
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
８
〕
文
約
理
贍

文
は
文
章
、
約
は
つ
づ
ま
や
か
。
む
だ
を
省
い
て
切
り
詰
め
る
。
要
領
を
得

て
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
さ
ま
。
簡
素
の
意
。
理
は
道
理
、
贍
は
セ
ン
（
セ

ム
）
。
た
り
る
（
た
る
）
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
る
。
豊
か
な
こ
と
。
藤
原

氏
は
、
「
文
章
は
簡
明
に
し
道
理
は
豊
富
」
と
訳
す
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
９
〕
詭
詞
異
説

詭
異
な
る
（
ま
と
も
で
な
い
）
言
葉
や
、
変
わ
っ
た
説
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
10
〕
指
歸

お
も
む
き
・
帰
す
る
所
の
意
。
根
本
と
な
る
考
え
・
思
想
。
す
べ
て
の
者
の

従
う
べ
き
模
範
。
藤
原
氏
は
「
最
後
の
帰
着
点
」
と
す
る
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
11
〕
會
古
通
今

古
を
理
解
し
て
今
に
通
じ
る
と
い
う
意
味
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
12
〕

搨

双
鉤
に
と
り
、
墨
で
埋
め
て
模
写
し
た
も
の
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
13
〕
歷
代
孤
紹

歴
代
に
一
人
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
王
羲
之
の
書
の
血

脈
の
み
が
つ
た
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
指
す
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
14
〕
怡
懌
虛
無
（
虛
無
に
怡
懌
す
）

怡
懌
は
、
よ
ろ
こ
ぶ
。
よ
ろ
こ
び
の
意
。
道
家
の
無
為
に
し
て
楽
し
む
境

地
。

　
　
第
12
紙
墨
蹟
本
2
字
目
末
尾
に

「
漢
末
伯
英
下
少
一
百
六
十
六
余
字
」
と
い
う
小
さ
い
張
り
紙
が
あ
る
。

・
刻
本
を
剪
装
本
に
し
て
み
た
が
真
蹟
本
に
な
い
増
補
し
た
こ
の
箇
所
は
確

か
に
166
字
で
あ
る
。
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『書譜』の注釈５ （廣瀨）

﹇
別
紙
・
拓
本
・
第
12
紙
末
尾
﹈

（
 

199
貴
使
文
）

﹇
第
13
紙
﹈

注
・
・
【
　
】
中
の
漢
字
は
、
部
分
破
損
（
無
印
）
ま
た
は
完
全
に
欠
字
（
×
印
）
し
て
い
る
所

　
　
　
【
　
】
は
、
見
せ
消
ち
　
　
　
　
　
▲
は
節
筆

200
【
約
理
】
贍
、
迹
顯
心
通
、
披
【
卷
可
明
】
，

201 

下
筆
無
滯
。
詭
詞
【
異
、
説
非
】

202
【
所
】
詳
焉
。
然
【
今
】
之
所
陳
、
【
務
裨
學
】

203 

者
。
但
右
軍
之
書
、
代
多
稱
習
、
良

204 

可
據
為
宗
匠
、
取
立
指
【
歸
】
。
豈
【
唯
】

205 

會
古
通
今
、
亦
乃
情
【
深
】
調
【
合
】
。

206
【
致
】
使

搨
日
廣
、
研
【
習
】
歲

207
【
滋
】
、
先
後
著
名
、
多
從
散
落
。

208 

歷
代
孤
紹
、
非
其
【
或
】
効
與
。

209
【
試
】
言
其
由
、
略
【
陳
數
意
】
止
如
《
樂

210 

毅
論
》
《
黃
庭
經
》
《
東
方
朔
畫

211 

贊
》
《
太
師
箴
》
《
蘭
亭
集
序
》

212
《
告
誓
文
》
、
【
學
】
斯
並
代
俗
所
傳
、

213 

真
行
絕
致
者
也
。
寫
《
樂
毅
》

214
【
則
】
情
多
佛
鬱
。
書
《
畫
贊
》
【
則
】

215 

意
涉

奇
。
《
黃
庭
經
》
則
怡

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

③
（
文
は
）
約
に
理
は
贍
に
、
迹
は
顯
れ
て
心
は
通
じ
、
卷
を
披
け
ば
明
か

に
す
べ
く
、
筆
を
下
せ
ば
、
滯
る
な
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
貴
ぶ
。
詭
詞
異

說
は
、
詳
ら
か
に
す
る
所
に
あ
ら
ず
。

・
文
章
は
簡
潔
に
、
論
理
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
き
届
く
よ
う
に
（
道
理
は
豊

富
）
、
功
績
は
明
瞭
で
い
わ
ん
と
す
る
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
、
そ
の
書

物
を
読
む
と
そ
の
条
理
が
は
っ
き
り
と
と
れ
、
筆
を
く
だ
せ
ば
、
滞
る
こ

と
な
く
す
ら
す
ら
と
書
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
世
間
の
人
を
惑
わ
す
奇
抜

な
説
に
つ
い
て
は
私
の
あ
ず
か
り
知
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
（
よ
っ

て
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
）

迹
＝
あ
と
（
あ
し
あ
と
・
痕
跡
）
、
こ
こ
で
は
功
績
の
意
。

④
然
れ
ど
も
今
の
陳
ぶ
る
所
は
、
務
め
て
學
ぶ
者
を
裨
く
。
但
だ
右
軍
の
書
、

代
に
稱
習
す
る
も
の
多
し
。
良
に
據
り
て
宗
匠
と
爲
し
、
取
り
て
指
歸
を
立

つ
べ
し
。

・
し
か
も
私
が
述
べ
る
こ
と
は
書
を
学
ぶ
人
を
補
佐
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た

だ
王
羲
之
の
書
だ
世
々
称
揚
し
て
、
習
う
も
の
が
多
い
。
王
羲
之
の
書
な

ら
ば
、
い
か
に
も
師
法
と
し
て
拠
り
所
に
す
る
の
に
、
学
ぶ
も
の
が
、

目
標
と
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

陳
＝
の
ぶ
（
述
）
。
と
く
。

裨
＝
お
ぎ
な
う
＝
補
。
た
す
け
る
＝
補
佐
す
る
。

右
軍
＝
王
羲
之
の
こ
と
。

代
（
よ
）
に
稱
習
す
る
も
の
多
し
＝
代
は
、
太
宗
の
諱
「
世
」
を
避
け
た
。
世
々
称
揚
し
て
習

う
も
の
が
多
い
。

宗
匠
＝
師
法
。
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指
歸
＝
〔
●
ポ
イ
ン
ト
10
〕
参
照
。

⑤
豈
に
唯
だ
古
に
會
し
今
に
通
ず
る
の
み
な
ら
ん
や
。
亦
た
乃
ち
情
は
深
く
調

合
せ
り
。

搨
を
し
て
日
に
廣
く
、
研
習
を
し
て
歲
に
滋
さ
し
む
る
を
致

す
。
先
後
の
著
名
は
、
多
く
散
落
に
從
る
に
歷
代
孤
紹
せ
る
は
、
其
の
効
に

非
ず
や
。

・
な
ん
と
、
た
だ
古
の
書
法
を
習
得
し
て
今
の
書
法
に
通
じ
て
い
る
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
こ
と
か
。
そ
の
情
趣
と
格
調
も
自
然
に
合
致
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
人
々
に
日
に
日
に
模
写
さ
れ
、
年
ご
と
に
研
修
す
る

も
の
が
増
え
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
王
羲
之
と
前
後
す
る
名
の
あ

る
人
の
作
品
も
多
く
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
彼
一
人
が
学
ば
れ

て
き
た
の
は
、
そ
の
効
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

孤
紹
＝
〔
●
ポ
イ
ン
ト
13
〕
参
照
。

⑥
試
に
其
の
由
を
言
ひ
、
略
ぼ
數
意
を
陳
べ
ん
。
止
だ
《
樂
毅
論
》
《
黃
庭

經
》
《
東
方
朔
畫
贊
》
《
太
師
箴
》
《
蘭
亭
集
序
》
《
告
誓
文
》
の
如
き

は
、
斯
れ
並
び
に
代
﹇
世
﹈
俗
の
傳
る
所
に
し
て
、
真
行
の
絕
致
な
る
者

也
。
《
樂
毅
》
を
寫
せ
ば
、
則
ち
情
、
佛
鬱
す
る
こ
と
多
く
、
《
畫
贊
》
を

書
す
れ
ば
、
則
ち
意
、

奇
に
渉
る
。
《
黃
庭
經
》
は
、
則
ち
虛
無
に
怡

懌
す
。

・
試
み
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
見
解
を
述
べ
た
い
。
た
だ
王
羲

之
の
作
品
中
、
《
樂
毅
論
》
《
黃
庭
經
》
《
東
方
朔
畫
贊
》
《
太
師
箴
》

《
蘭
亭
集
序
》
《
告
誓
文
》
は
、
い
ず
れ
も
世
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
て
、

楷
書
と
行
書
の
極
致
を
示
す
作
品
で
あ
る
。
《
樂
毅
論
》
を
臨
書
す
る

武蔵野教育学論集　第 15 号

と
、
感
情
の
高
ま
り
が
あ
る
。
《
東
方
朔
畫
贊
》
を
書
く
と
、
意
識
（
こ

こ
ろ
）
は
、
す
ぐ
れ
て
立
派
な
趣
を
め
ぐ
り
歩
け
る
。
《
黃
庭
經
》
に
は

無
為
に
し
て
楽
し
む
境
地
が
あ
る
。

止
だ
＝
た
だ
・
わ
ず
か
に
。

《
樂
毅
論
》
＝
小
楷
の
法
帖
。
三
国
魏
の
夏
侯
玄
が
戦
国
時
代
の
武
将
楽
毅
の
王
道
に
則
っ
て

戦
っ
た
精
神
を
説
い
た
文
章
を
書
い
た
も
の
。

《
黃
庭
經
》
＝
小
楷
の
法
帖
。
道
家
の
経
典
の
黄
庭
外
景
経
を
書
写
し
た
も
の
。

奇
＝

は
瑰
の
別
体
。
す
ぐ
れ
て
立
派
の
意
。

《
東
方
朔
畫
贊
》
＝
小
楷
の
法
帖
。
漢
時
代
の
東
方
朔
の
画
像
に
題
し
た
贊
。

《
太
師
箴
》
＝
た
い
し
し
ん
・
三
国
魏
の
こ
う
康
の
文
章
を
王
羲
之
が
楷
書
で
書
い
た
も
の
と

言
わ
れ
る
。

《
蘭
亭
集
序
》
＝
蘭
亭
序
の
こ
と
。

《
告
誓
文
》
＝
羲
之
が
政
争
か
ら
病
を
理
由
に
官
か
ら
退
い
た
時
、
感
懐
を
先
祖
に
つ
げ
、
再

度
政
治
に
た
ず
さ
わ
ら
ぬ
と
誓
っ
た
も
の
。

代
﹇
世
﹈
俗
＝
太
宗
の
諱
を
避
け
た
。

怡
懌
虛
無 =

〔
●
ポ
イ
ン
ト 

14
〕
参
照
。

　第
 14 
紙

〔
●
ポ
イ
ン
ト
15
〕
思
逸
神
超

心
が
世
俗
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
16
〕
駐
想
流
波
（
想
を
流
波
に
駐
む
）

琴
の
名
人
で
あ
っ
た
伯
牙
が
弾
奏
の
意
味
を
聞
き
知
っ
て
く
れ
て
い
た
鍾
子
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226
【
陰
】
慘
、
本
乎
天
地
之
心
。
既
【
失
】

227
【
其
】
情
、
理
乖
其
實
、
原
夫
所
致
、

228 

安
・
有
體
哉
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

⑦
《
太
師
箴
》
は
、
又
た
縱
橫
爭
折
す
。
《
蘭
亭
興
集
》
に
暨
ん
で
は
、
思
は

逸
し
神
超
す
。
私
門
の
誡
誓
は
、
情
は
拘
は
り
、
志
は
慘
む
。
所
謂
、
樂
に

渉
れ
ば
方
に
笑
ひ
、
哀
を
言
ひ
て
は
已
に
歎
ず
る
な
り
。
豈
に
惟
だ
想
を
流

波
に
駐
め
て
、
將
に

　
の
奏
を
貽
さ
ん
と
し
、
神
を
睢
渙
に
馳
せ
て
、
方

に
藻
繪
の
文
を
思
う
の
み
な
ら
ん
や
。

・
《
太
師
箴
》
は
、
縱
橫
に
、
争
い
を
挫
く
が
ご
と
く
に
気
骨
が
表
れ
て
い

る
。
蘭
亭
序
に
お
よ
ん
で
は
思
い
は
世
俗
を
超
越
し
て
い
る
。
私
門
の
誡

誓
（
告
誓
文
の
こ
と
）
は
、
情
が
関
係
し
て
、
痛
ま
し
い
感
情
が
書
の
上

に
表
れ
て
い
る
。

俗
に
い
う
楽
し
い
と
き
は
ま
さ
に
笑
い
、
悲
し
い
と
き
は
嘆
い
て
い
る
。

わ
が
想
い
を
流
水
の
響
き
に
寄
せ
て
ま
さ
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
演
奏
を
後

ま
で
も
の
こ
そ
う
と
す
れ
ば
、
睢
水
・
渙
水
の
川
の
流
れ
に
心
を
馳
せ
て

ま
さ
に
あ
や
ぎ
ぬ
の
美
し
い
模
様
を
思
う
よ
う
で
あ
る
。

《
蘭
亭
興
集
》
＝
蘭
亭
序
の
こ
と
。

曁
＝
お
よ
ぶ
・
い
た
る
意
。

私
門
の
誡
誓
＝
私
門
と
は
王
羲
之
一
族
の
こ
と
を
言
う
。
誡
は
戒
め
の
意
。
告
誓
文
の
こ
と
。

拘
＝
か
か
は
る
。
関
係
す
る
。

　
＝
せ
ん
く
わ
ん
（
せ
ん
か
ん
）
。
ゆ
っ
た
り
と
す
る
こ
と
。

『書譜』の注釈５ （廣瀨）

期
の
死
後
、
絃
を
絶
っ
て
二
度
と
琴
を
弾
じ
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
17
〕
目
撃
道
存
（
目
撃
し
て
道
存
す
）

目
で
一
瞬
見
た
だ
け
で
本
筋
が
わ
か
る
つ
ま
り
知
覚
で
き
る
も
の
で
あ
る
西

林
氏
は
、
目
撃
を
「
直
感
で
」
と
訳
す
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
18
〕
強
名
為
體
（
強
ひ
て
名
づ
け
體
と
為
す
）

『
老
子
』
象
元
第
25
に
「
強
い
て
之
が
名
を
為
し
て
大
と
い
ふ
」
が
あ
る
が

西
林
氏
は
こ
れ
を
ひ
ね
っ
た
表
現
と
し
「
羲
之
の
書
は
一
定
の
枠
に
は
め
ら

れ
る
よ
う
な
書
で
は
な
い
の
に
、
無
理
に
規
定
化
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う

こ
と
」
と
説
く
。
「
象
元
」
と
は
、
も
と
に
象
る
と
よ
め
、
根
元
た
る
道
を

手
本
と
し
て
生
き
る
」
と
い
う
意
味
と
い
う
。

〔
●
ポ
イ
ン
ト
19
〕
風
騒
之
意

西
林
氏
は
「
風
は
詩
経
、
騒
は
楚
辞
を
指
す
。
」
と
い
う
。

注
・
・
【
　
】
中
の
漢
字
は
、
部
分
破
損
（
無
印
）
ま
た
は
完
全
に
欠
字
（
×
印
）
し
て
い
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
▲
は
、
節
筆

216 

懌
虛
無
。
《
太
師
箴
》
又
縱
橫
【
爭
】

217 

折
。
暨
乎
《
蘭
【
亭
】
興
集
》
、
思
【
逸
】

218 

神
超
、
私
門
誡
誓
、
情
拘
志
【
慘
】
。

219
【
所
謂
】
涉
樂
方
咲
、
言
哀
已
【
歎
】
。

220 

豈
惟
駐
想
流
波
、
將
貽

　

221 

之
奏
、
馳
神
睢
渙
、
方
思
藻
【
繪
】

222
【
之
】
文
。
雖
其
目
擊
道
存
、
尚
或

223 

心
迷
議
舛
。
莫
不
強
名
為
體
、

224
【
共
】
習
分
區
。
豈
知
情
動
形

225
【
言
】
、
取
會
【
風
騷
之
意
】
、
陽
舒
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貽
＝
の
こ
す
（
後
に
の
こ
す
）
・
お
く
る
（
人
に
物
を
贈
る
）
。

睢
渙
＝
す
い
く
わ
ん
（
す
い
か
ん
）
。
川
の
名
で
、
睢
水
・
渙
水
の
こ
と
。
あ
わ
せ
て

水
と

い
う
。

⑧
其
の
目
擊
し
て
道
存
す
と
雖
も
、
尚
ほ
或
は
心
迷
ひ
議
は
舛
く
、
強
ひ
て
名

づ
け
體
と
為
し
、
共
に
習
ひ
て
區
を
分
か
た
ざ
る
は
莫
し
。
豈
に
情
の
動
き

て
言
に
形
わ
る
る
は
、
風
騷
の
意
に
取
會
し
、
陽
に
舒
び
陰
に
慘
む
は
、
天

地
の
心
に
本
づ
く
も
の
な
る
を
知
ら
ん
や
。
既
に
其
の
情
を
失
は
ば
、
理

は
、
其
の
實
に
乖
く
。
夫
の
致
む
る
所
を
原
ぬ
る
に
、
安
ん
ぞ
體
有
ら
ん

や
。

・
目
で
一
瞬
見
た
だ
け
で
本
筋
が
わ
か
る
と
は
い
っ
て
も
、
心
に
迷
い
を
抱

き
な
が
ら
（
あ
れ
こ
れ
）
議
論
が
分
か
れ
る
。
こ
と
さ
ら
型
を
限
定
し
、

同
じ
も
の
を
習
い
な
が
ら
区
を
分
か
つ
（
一
定
の
枠
に
は
め
ら
れ
る
よ
う

な
書
で
は
な
い
の
に
無
理
に
規
定
化
し
よ
う
と
す
る
）
の
は
ど
う
し
た
こ

と
か
。
ど
う
し
て
感
情
（
感
動
）
が
そ
の
ま
ま
言
葉
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
の
は
、
詩
経
や
楚
辞
の
よ
う
な
詩
意
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
陽
気
な
日

に
の
び
や
か
に
、
陰
気
な
日
に
ち
ぢ
む
の
は
自
然
の
道
理
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
の
か
。
す
で
に
こ
の
よ
う
な
感
情
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

と
、
こ
の
論
理
は
、
真
実
と
は
い
え
な
い
。
王
羲
之
の
到
達
し
た
境
地

を
た
ず
ね
探
っ
て
い
け
ば
、
ど
う
し
て
類
型
さ
れ
た
型
な
ど
あ
ろ
う
か
。

（
あ
る
は
ず
が
な
い
。
）

舛
＝
セ
ン
・
そ
む
く
・
行
き
違
う
。
互
い
違
い
に
な
っ
て
乱
れ
る
意
。
「
舛
」
は
６
画
の
漢
字

で
あ
り
、
部
首
と
し
て
は
「
ま
す
・
ま
い
あ
し
」
。

豈
＝
あ
に
・
ど
う
し
て
。

慘
＝
い
た
ま
し
（
心
が
い
た
む
さ
ま
）
・
い
た
む
（
刺
す
よ
う
に
痛
く
す
る
）
・
む
ご
し
（
残

忍
な
さ
ま
）
。

原
＝
た
づ
ぬ
・
物
の
根
元
を
た
ず
ね
る
。

ま
と
め

今
回
、
孫
過
庭
が
揮
毫
し
た
当
時
の
紙
の
継
ぎ
目
の
位
置
を
考
証
し
て
か
ら

進
め
る
必
要
が
出
て
き
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
紙
の
損
傷
が
な
い
第
１
〜
８

紙
ま
で
の
行
数
を
基
に
、
後
半
の
損
傷
の
多
い
部
分
の
、
破
損
し
て
切
れ
る
前

の
も
と
の
用
紙
の
姿
を
推
定
し
つ
つ
刻
本
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
わ
れ
た

箇
所
の
か
つ
て
の
真
蹟
本
の
姿
を
推
定
し
復
元
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
章
で
は
、
王
羲
之
の
作
品
名
が
い
く
つ
も
出
て
く
る
が
今
日
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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